
平成２０年１月２９日 

 

各   位 

 

                            日本歴史研究専攻長 

                                     常 光  徹 

 

 

基 礎 演 習 Ⅰ・Ⅱ（第 三 回 ）開 催 について（通 知 ） 

 

 

 標記のことに関しまして、下記の要領で開催いたしますので、ぜひご出席ください。 

 

記 

 

１．開催日時     平成２０年２月１８日（月）  １０：００～  

 

２．開催場所     大会議室 

 

３．報告者等について 

報告者氏名 志望研究題目 時間 

伊達 元成 炭素年代測定による高精度編年体系の構築 10：00～ 

松本 太郎 焼物からさぐる古代地方社会 10:30～ 

羽柴 直人 
東国初期武家政権の特質に関する考古学研究 

-平泉文化との比較を中心に- 
11:00～ 

新免 歳靖 考古資料を用いた近世都市手工業生産の研究 11：30～ 

昼 休 み 12:00～ 

西山 剛 前近代社会における駕輿丁論 13:00～ 

三野 行徳 維新期における幕臣「家」解体・再編過程の研究 13:30～ 

石田 七奈子 明治初期宗教政策をめぐる思想 -江戸地域の神仏分離- 14:00～ 

佐久間 俊明 戦前期日本リベラリズムに関する思想史的研究 -清沢洌を中心に- 14:30～ 

根津 朝彦 戦後日本における「風流夢譚」事件のジャーナリズム史研究 15:00～ 

休 憩 15:30～ 



阿部 真貴 口説に関する研究 －音楽と詞章の分析を中心に 15:45～ 

渡部 鮎美 近代農村における労働観の民俗学的研究 16:15～ 

秋山 笑子 近現代における利根川下流域の生業と民俗技術 16:45～ 

村山 絵美 戦死者の記憶 17:15～ 

 

４．備考 

① 報告内容は、志望研究題目と必ずしも一致するとは限りません。 

② 各報告は２０分以内、質疑応答を１０分程度といたします。 

③ 報告者は、各自の責任で配布資料を作成してください。 

④ パワーポイント等機器使用の場合は、前日までに研究協力課研究教育係へご相談ください。  

 

 

【問い合わせ先】 

国立歴史民俗博物館 研究協力課研究教育係 

（専攻担当事務）池田・松尾  内線：209 

TEL：043（486）4361 FAX：043（486）6494 

e-mail：soken@ml.rekihaku.ac.jp 


